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(57)【要約】
【課題】　摺動抵抗に影響されること無く効率的に吸引
動作を行うことができ、高精度な加工が不要な内視鏡吸
引管路切換装置を提供すること。
【解決手段】　内視鏡吸引管路切換装置３０は、管路部
材３１と、キャップ状の操作部である吸引スイッチ６９
ａとを有している。管路部材３１は、挿入部１０側に配
設されている吸引チャンネル６９ｄと連通する第１の管
路部３３と、内視鏡１と接続する吸引装置７３側と連通
する第２の管路部３５とを有している。吸引スイッチ６
９ａは、管路部材３１の軸方向において管路部材３１に
対して移動可能で、移動によって吸引の切り換えを操作
する。吸引スイッチ６９ａは、第２の管路部３５と内視
鏡１の外部とを連通させる第１の位置と、第２の管路部
３５と外部との連通を遮断し、第１の管路部３３と第２
の管路部３５とを連通させる第２の位置とのいずれかに
移動可能である。
【選択図】　　　図２Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入部側に配設されている吸引チャンネルと連通する第１の管路部と、前記内
視鏡と接続する吸引装置側と連通する第２の管路部とを有する管路部材と、
　前記管路部材の軸方向において前記管路部材に対して移動可能で、前記第２の管路部か
ら前記第１の管路部へと前記吸引装置の吸引力が作用することを防止するために前記第２
の管路部と前記内視鏡の外部とを連通させる第１の位置と、前記吸引装置が前記吸引チャ
ンネルと前記第１の管路部と前記第２の管路部とを介して吸引するために、前記第２の管
路部と前記外部との連通を遮断し、前記第１の管路部と前記第２の管路部とを連通させる
第２の位置とのいずれかに移動し、移動によって吸引の切り換えを操作するキャップ状の
操作部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡吸引管路切換装置。
【請求項２】
　前記第１の管路部は、一端側の側面にて前記吸引チャンネルと連通し、他端にてキャッ
プ状の前記操作部の内部に対向し、
　前記第２の管路部は、一端にて前記吸引装置と接続し、他端にてキャップ状の前記操作
部の内部に対向していることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡吸引管路切換装置。
【請求項３】
　前記第１の管路部と前記第２の管路部とは、前記管路部材の軸方向に沿って配設され、
互いに平行であることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡吸引管路切換装置。
【請求項４】
　前記第２の管路部は、前記管路部材の軸方向において、前記管路部材を貫通しているこ
とを特徴とする請求項３に記載の内視鏡吸引管路切換装置。
【請求項５】
　前記第１の管路部と前記第２の管路部とは、前記管路部材の周面に螺旋状に配設されて
いる請求項２に記載の内視鏡吸引管路切換装置。
【請求項６】
　前記管路部材の周縁に配設され、前記操作部が配設される取付部と、
　前記操作部が押圧された際に前記操作部が当接する前記取付部の当接面と、当接面に対
向する前記操作部との間に配設され、前記操作部が前記第２の位置に移動して前記第１の
管路部と前記第２の管路部とが連通する際に、前記当接面と前記操作部とに密着し、前記
第２の管路部と前記外部との連通を遮断し、前記第１の管路部の他端と前記第２の管路部
の他端と連通している前記操作部の内部を封止する封止部材と、
　前記操作部と前記取付部との間に配設され、前記操作部を前記第１の位置に移動させる
ために、前記操作部を前記管路部材の軸方向に沿って前記管路部材から離れるように付勢
する弾性力を有し、付勢によって前記当接面と前記操作部との間に前記第２の管路部と前
記外部とを連通させる連通口を形成する弾性部材と、
　をさらに具備することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡吸引管路切換装置。
【請求項７】
　前記第１の管路部と前記第２の管路部とを連通させるために前記操作部の位置に応じて
開閉する開口部を有し、前記第１の管路部の他端と前記第２の管路部の他端とを覆うよう
に配設され、前記操作部が前記第１の位置に移動した際に畳まれて前記開口部を閉じ、前
記操作部が前記第２の位置に移動した際に伸びて前記開口部を開く弾性体をさらに具備す
ることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡吸引管路切換装置。
【請求項８】
　前記操作部の位置に応じて分離または一体となり、前記操作部が前記第１の位置に移動
した際に分離して前記第１の管路部と前記第２の管路部との連通を遮断し、前記操作部が
前記第２の位置に移動した際に一体となり前記第１の管路部と前記第２の管路部とを連通
させる分離一体管路部をさらに具備することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡吸引管
路切換装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡における吸引動作を切り換える内視鏡吸引管路切換装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、体腔内から体液などを吸引するための管路部材と、管路部材における吸引動
作を切り換えるための操作する操作部とを有している。
【０００３】
　管路部材は、シリンダと、シリンダの軸方向において摺動可能となるようにシリンダに
収容されているシリンジ（ピストン）とを有している。　
　シリンジには、粘液や流体等が流れる管路部が形成されている。　
　シリンダには、吸引するための２つの吸引チューブが配設されている。一方の吸引チュ
ーブは、内視鏡の挿入部を挿通し、体液を吸引するために挿入部の先端部にて開口してい
る。この一方の吸引チューブは、管路部と常に連通している。他方の吸引チューブは、吸
引装置と接続している。また他方の吸引チューブは、シリンジの摺動に応じて管路部と連
通している。
【０００４】
　操作部は、例えばキャップであり、吸引ボタンである。操作部は、シリンジの軸方向に
摺動可能であり、摺動によってシリンダと接触する。
【０００５】
　操作部は、摺動してシリンダから離れ、シリンダにおける接触面と、操作部との間に隙
間を形成する。同時に、操作部は、シリンジをシリンダに対して摺動させ、管路部と他方
の吸引チューブとの連通を遮断し、隙間と他方の吸引チューブとを連通させる。これによ
り操作部は、吸引装置が外気を吸引するための吸引動作に、吸引動作を切り換える。
【０００６】
　また操作部は、摺動してシリンダと密着して隙間を封止する。また操作部は、摺動と同
時にシリンジを押圧し、シリンダに対してシリンジを摺動させ、摺動によってシリンジに
おける管路部と他方の吸引チューブとを連通させる。これにより操作部は、吸引装置が体
液を吸引するための吸引動作に、吸引動作を切り換える。
【０００７】
　例えば特許文献１には、シール部材をシリンジ部材とシリンダ部材との摺動面以外に設
けることによって、シリンジ部材とシリンダ部材との摺動抵抗を減少させる内視鏡の管路
切換バルブが開示されている。
【０００８】
　また例えば特許文献２には、シリンダ状部材内でシリンジ状部材を動作させる際の摺動
抵抗が小さくて操作性がよく、しかも環状シール部材が破損することなく長期間にわたっ
て使用することができる内視鏡の管路切換え装置が開示されている。
【０００９】
　また例えば特許文献３には、バルブ手段の非作動状態においては、バイパス通路を介し
て大気からの吸い込みを可能ならしめるとともに、付勢手段が設けられる空間の内部にご
み等の固体物や洗浄液などの液体が入り込んでも、容易に排出できる内視鏡の吸引操作装
置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００４－２２３１２１号公報
【特許文献２】特開２００４－２０１８６６号公報
【特許文献３】特開平５－３１７２４５号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　上述したように操作部は、吸引動作のために、シリンダに対してシリンジを摺動させる
必要がある。シリンジがシリンダに対して摺動する際に、必ず摺動抵抗が生じ、吸引動作
の操作性は摺動抵抗によって効率的ではない。
【００１２】
　また水密と気密とがシリンジとシリンダとにおいて確保されるためには、シリンジの外
径とシリンダの内径とは略同一となっている必要がある。これにより、シリンジとシリン
ダとは高精度に加工される必要があり、手間とコストがかかる。
【００１３】
　本発明は、これらの事情に鑑みてなされたものであり、摺動抵抗に影響されること無く
効率的に吸引動作を行うことができ、高精度な加工が不要な内視鏡吸引管路切換装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は目的を達成するために、内視鏡の挿入部側に配設されている吸引チャンネルと
連通する第１の管路部と、前記内視鏡と接続する吸引装置側と連通する第２の管路部とを
有する管路部材と、前記管路部材の軸方向において前記管路部材に対して移動可能で、前
記第２の管路部から前記第１の管路部へと前記吸引装置の吸引力が作用することを防止す
るために前記第２の管路部と前記内視鏡の外部とを連通させる第１の位置と、前記吸引装
置が前記吸引チャンネルと前記第１の管路部と前記第２の管路部とを介して吸引するため
に、前記第２の管路部と前記外部との連通を遮断し、前記第１の管路部と前記第２の管路
部とを連通させる第２の位置とのいずれかに移動し、移動によって吸引の切り換えを操作
するキャップ状の操作部と、を具備することを特徴とする内視鏡吸引管路切換装置を提供
する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、摺動抵抗に影響されること無く効率的に吸引動作を行うことができ、
高精度な加工が不要な内視鏡吸引管路切換装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、本発明に係る内視鏡の概略図である。
【図２Ａ】図２Ａは、第１の実施形態において吸引スイッチが第１の位置に移動した際の
内視鏡吸引管路切換装置を示す図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、第１の実施形態において吸引スイッチが第２の位置に移動した際の
内視鏡吸引管路切換装置を示す図である。
【図２Ｃ】図２Ｃは、図２Ａに示す２Ｃ－２Ｃ線における図である。
【図３Ａ】図３Ａは、シリンダとシリンジとから構成される管路部材の分解図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、シリンジがシリンダに配設された状態の管路部材を示す図である。
【図４Ａ】図４Ａは、第２の実施形態において吸引スイッチが第１の位置に移動した際の
内視鏡吸引管路切換装置を示す図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、第２の実施形態において吸引スイッチが第２の位置に移動した際の
内視鏡吸引管路切換装置を示す図である。
【図４Ｃ】図４Ｃは、管路部材の上面図である。
【図４Ｄ】図４Ｄは、管路部材の断面斜視図である。
【図５Ａ】図５Ａは、各実施形態の第１の変形例を示し、吸引スイッチが第１の位置に移
動し、弾性体が折り畳まれて、開口部が閉じた状態を示す図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、図５Ａに示す状態から吸引スイッチが第２の位置に移動し、弾性体
が引っ張られ、開口部が開いた状態を示す図である。
【図６Ａ】図６Ａは、各実施形態の第２の変形例を示し、吸引スイッチが第１の位置に移
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動し、分離一体管路部が分離した状態を示す図である。
【図６Ｂ】図６Ｂは、図６Ａに示す状態から吸引スイッチが第２の位置に移動し、分離一
体管路部が一体となって状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。　
　図１と図２Ａと図２Ｂと図２Ｃとを参照して第１の実施形態について説明する。　
　図１に示すように内視鏡１には、患者の体腔内等に挿入される細長い挿入部１０と、挿
入部１０の基端部と連結し、内視鏡１を操作する操作部６０とが配設されている。
【００１８】
　挿入部１０は、挿入部１０の先端部側から基端部側に向かって、先端硬質部２１と、湾
曲部２３と、可撓管部２５とを有している。先端硬質部２１の基端部は湾曲部２３の先端
部と連結し、湾曲部２３の基端部は可撓管部２５の先端部と連結している。
【００１９】
　先端硬質部２１は、挿入部１０の先端部であり、硬い。　
　湾曲部２３は、後述する湾曲操作部６７の操作によって、例えば上下左右といった所望
の方向に湾曲する。湾曲部２３が湾曲することにより、先端硬質部２１の位置と向きとが
変わり、観察対象物が観察視野内に捉えられ、照明光が観察対象物に照明される。　
　可撓管部２５は、所望な可撓性を有しており、外力によって曲がる。可撓管部２５は、
操作部６０における後述する本体部６１から延出されている管状部材である。
【００２０】
　操作部６０は、可撓管部２５が延出している本体部６１と、本体部６１の基端部と連結
し、内視鏡１を操作する操作者によって把持される把持部６３と、把持部６３と接続して
いるユニバーサルコード６５とを有している。
【００２１】
　把持部６３には、湾曲部２３を湾曲操作する湾曲操作部６７が配設されている。湾曲操
作部６７は、湾曲部２３を左右に湾曲操作させる左右湾曲操作ノブ６７ａと、湾曲部２３
を上下に湾曲操作させる上下湾曲操作ノブ６７ｂと、湾曲した湾曲部２３の位置を固定す
る固定ノブ６７ｃとを有している。
【００２２】
　また、把持部６３には、吸引スイッチ６９ａと、送気・送水スイッチ６９ｂとを有する
スイッチ部６９が配設されている。スイッチ部６９は、把持部６３が操作者に把持された
際に、操作者の手によって操作される。吸引スイッチ６９ａは、先端硬質部２１に配設さ
れる図示しない吸引開口部から後述する吸引チャンネル６９ｄを介して、粘液や流体等を
内視鏡１が吸引するときに操作される。吸引チャンネル６９ｄは、先端硬質部２１から把
持部６３に渡って内視鏡１の内部に配設されている。送気・送水スイッチ６９ｂは、先端
硬質部２１において図示しない撮像ユニットの観察視野を確保するために図示しない送気
・送水チャンネルから流体を送気・送水するときに操作される。流体は、水や気体を含む
。
【００２３】
　また、把持部６３には、内視鏡撮影用の各種ボタン７１が配設されている。
【００２４】
　ユニバーサルコード６５は、図示しないビデオプロセッサや光源装置や吸引装置７３に
接続する接続部６５ａを有している。吸引装置７３は、例えば内視鏡１の外部に配設され
ており、接続部６５ａと接続する例えば吸引ポンプである。
【００２５】
　次に図２Ａと図２Ｂと図２Ｃとを参照して、本実施形態における内視鏡吸引管路切換装
置３０について説明する。　
　内視鏡吸引管路切換装置３０は、把持部６３に配設される。内視鏡吸引管路切換装置３
０は、把持部６３の内部に配設されている管路部材３１と、管路部材３１の軸方向におい
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て管路部材３１に対して移動可能で、移動によって吸引の切り換えを操作するキャップ状
の操作部である吸引スイッチ６９ａとを有している。
【００２６】
　管路部材３１は、吸引スイッチ６９ａの移動に影響されること無く、位置を固定されて
いる。管路部材３１は、例えば金属であり、中実部材である。
【００２７】
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、管路部材３１は、内視鏡１の挿入部１０側に配設され
ている吸引チャンネル６９ｄと連通する第１の管路部３３と、ユニバーサルコード６５と
接続部６５ａとを介して内視鏡１と接続する吸引装置７３側と連通する第２の管路部３５
とを有している。管路部材３１の一端は、ユニバーサルコード６５と連通しており、ユニ
バーサルコード６５と接続部６５ａとを介して吸引装置７３と接続する。
【００２８】
　図２Ａと図２Ｂと図２Ｃとに示すように、第１の管路部３３と第２の管路部３５とは、
管路部材３１の軸方向に沿って配設されており、互いに平行である。
【００２９】
　第１の管路部３３は、管路部材３１に側面側に配設されている。第１の管路部３３は、
管路部材３１よりも短く、管路部材３１の軸方向において管路部材３１を貫通していない
。第１の管路部３３は、一端３３ａ側の側面にて吸引チャンネル６９ｄと連通し、他端３
３ｂにてキャップ状の吸引スイッチ６９ａの内部６９１ａに対向している。一端３３ａは
管路部材３１の内部に配設されており、他端３３ｂは管路部材３１の他端と同一平面に配
設されている。また他端３３ｂには、吸引スイッチ６９ａの内部６９１ａ側と連通する連
通口３３ｄが形成されている。
【００３０】
　第１の管路部３３は、吸引スイッチ６９ａの移動位置に影響されること無く、常に、一
端３３ａ側の側面にて吸引チャンネル６９ｄと連通し、連通口３３ｄによって吸引スイッ
チ６９ａの内部６９１ａ側と連通している。
【００３１】
　第２の管路部３５は、管路部材３１と同じ長さを有し、管路部材３１の軸方向において
管路部材３１を貫通している。第２の管路部３５は、一端３５ａにて吸引装置７３側と接
続し、他端３５ｂにてキャップ状の吸引スイッチ６９ａの内部６９１ａに対向している。
一端３５ａには、吸引装置７３と連通するための連通口３５ｅが形成されている。この連
通口３５ｅは、管路部材３１の一端に位置し、ユニバーサルコード６５と接続部６５ａと
を介して吸引装置７３と接続する。また他端３５ｂは、管路部材３１の他端と同一平面に
配設されている。また他端３５ｂには、第１の管路部３３の他端３３ｂと同様に、吸引ス
イッチ６９ａの内部６９１ａ側と連通する連通口３５ｄが形成されている。
【００３２】
　第２の管路部３５の開口面積は、第１の管路部３３の開口面積と同一、または第１の管
路部３３の開口面積よりも大きい。
【００３３】
　第２の管路部３５は、吸引スイッチ６９ａの移動位置に影響されること無く、常に、一
端３５ａ側の連通口３５ｅによって吸引装置７３側と接続し、他端３５ｂ側の連通口３５
ｄによって吸引スイッチ６９ａの内部６９１ａ側と連通している。
【００３４】
　吸引スイッチ６９ａは、底６９１ｂを有する円筒形状を有している。詳細には、吸引ス
イッチ６９ａは、底６９１ｂと、底６９１ｂから立設している円筒形状の壁部６９１ｃと
を有している。壁部６９１ｃは、底６９１ｂの周縁に配設されるのではなく、周縁よりも
中心側且つ管路部材３１の他端の周縁３１ｃよりも外側に配設されている。吸引スイッチ
６９ａの中心軸は、例えば、管路部材３１の中心軸と同軸である。
【００３５】
　吸引スイッチ６９ａは、底６９１ｂと壁部６９１ｃとによって形成される空間部６９１
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ｄ（窪み部）を有することとなる。空間部６９１ｄは、連通口３３ｄ側に向かって開口し
ている。また空間部６９１ｄにおける底６９１ｂは、連通口３３ｄ，３５ｄと対向してい
る。吸引スイッチ６９ａは、例えば金属である。
【００３６】
　吸引スイッチ６９ａは、第２の管路部３５から第１の管路部３３へと吸引装置７３の吸
引力が作用することを防止するために第２の管路部３５と内視鏡１の外部とを連通させる
図２Ａに示すような第１の位置と、吸引装置７３が吸引チャンネル６９ｄと第１の管路部
３３と第２の管路部３５とを介して体液等を吸引するために、第２の管路部３５と外部と
の連通を遮断し、第１の管路部３３と第２の管路部３５とを連通させる図２Ｂに示すよう
な第２の位置とのいずれかに移動可能である。このとき吸引スイッチ６９ａは、管路部材
３１の軸方向に沿って移動する。
【００３７】
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、内視鏡吸引管路切換装置３０は、周縁３１ｃに配設さ
れ、吸引スイッチ６９ａが配設され、把持部６３に取り付けられる取付部３７と、封止部
材３９と、弾性部材４１とを有している。
【００３８】
　図２Ｂに示すように、封止部材３９は、例えば吸引スイッチ６９ａが押圧された際に、
吸引スイッチ６９ａ（壁部６９１ｃ）が当接する取付部３７の当接面３７ａに配設されて
いる。なお封止部材３９は、この当接面３７ａと対向する吸引スイッチ６９ａ（壁部６９
１ｃの端部）に配設されていてもよい。このように、封止部材３９は、当接面３７ａと、
当接面３７ａに対向する吸引スイッチ６９ａとの間に配設されていればよい。封止部材３
９は、周縁３１ｃや壁部６９１ｃに沿って全周に渡って配設されている。封止部材３９は
、例えば樹脂製のＯリングなどである。
【００３９】
　封止部材３９は、図２Ｂに示すように、吸引スイッチ６９ａが第２の位置に移動して第
１の管路部３３と第２の管路部３５とが連通する際に、当接面３７ａと吸引スイッチ６９
ａとに密着し、第２の管路部３５と外部との連通を遮断し、第１の管路部３３の他端３３
ｂ（連通口３３ｄ）と第２の管路部３５の他端３５ｂ（連通口３５ｄ）とに連通している
吸引スイッチ６９ａの内部である空間部６９１ｄを封止する。封止部材３９は、吸引スイ
ッチ６９ａが押圧された際に、吸引スイッチ６９ａの内部（空間部６９１ｄ）の水密及び
気密を確保するために、吸引スイッチ６９ａの内部を封止する。
【００４０】
　封止部材３９によって封止された吸引スイッチ６９ａの内部には、空間部６９１ｄが気
密及び水密に形成される。この空間部６９１ｄは、外部と遮断されており、第１の管路部
３３における連通口３３ｄと第２の管路部３５における連通口３５ｄとに連通する。また
このとき、第１の管路部３３における連通口３３ｄと第２の管路部３５における連通口３
５ｄと空間部６９１ｄとは水密及び気密を確保された状態で連通する。
【００４１】
　弾性部材４１は、吸引スイッチ６９ａと取付部３７との間に配設されている。詳細には
、弾性部材４１は、底６９１ｂの平面方向において底６９１ｂと壁部６９１ｃの周縁との
間、且つ管路部材３１の軸方向において吸引スイッチ６９ａと取付部３７との間に配設さ
れている。弾性部材４１は、壁部６９１ｃを巻いている例えば金属製の巻きバネであり、
伸縮可能となっている。
【００４２】
　弾性部材４１は、図２Ａに示すように、吸引スイッチ６９ａを第１の位置に移動させる
ために、吸引スイッチ６９ａを管路部材３１の軸方向に沿って管路部材３１から離れるよ
うに付勢する弾性力を有している。弾性部材４１が吸引スイッチ６９ａを付勢した際、弾
性部材４１は、管路部材３１の軸方向において、付勢によって、吸引スイッチ６９ａ（壁
部６９１ｃの端部）と当接面３７ａとの間に、第２の管路部３５（連通口３５ｄ）と外部
とを連通させる連通口（隙間）４３を形成する。この連通口４３は、第１の管路部３３（
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連通口３３ｄ）と外部とも連通させる。連通口４３は、封止部材３９と同様に、周縁３１
ｃや壁部６９１ｃに沿って全周に渡って形成される。なお連通口４３は、少なくとも第２
の管路部３５側に形成されていればよい。
【００４３】
　なお吸引チャンネル６９ｄは、管路部材３１と接続しており、第１の管路部３３と連通
する。
【００４４】
　次に本実施形態の動作方法について説明する。　
　挿入部１０は、体腔内に挿入される。図２Ａに示すように、弾性部材４１が吸引スイッ
チ６９ａを管路部材３１の軸方向に沿って管路部材３１から離れるように付勢すると、吸
引スイッチ６９ａは第１の位置に移動する。このとき、管路部材３１は、移動及び他の部
材に対して摺動せず位置を固定されたままである。そのため、水密と気密とは、管路部材
３１において確保される。またこのとき、連通口４３が吸引スイッチ６９ａ（壁部６９１
ｃの端部）と当接面３７ａ（封止部材３９）との間に形成される。これにより、第２の管
路部３５（連通口３５ｄ）と外部とは、連通口４３を介して連通する。
【００４５】
　次に吸引装置７３は、外部から連通口４３と連通口３５ｄと第２の管路部３５と連通口
３５ｅとユニバーサルコード６５とを経由して外気を吸引する。このとき、図２Ａに示す
ように、外部と第２の管路部３５とが連通しているために、第２の管路部３５から第１の
管路部３３へと吸引装置７３の吸引力が作用することが防止される。
【００４６】
　また図２Ｂに示すように、吸引スイッチ６９ａが押圧され第２の位置に移動すると、壁
部６９１ｃが当接面３７ａに配設されている封止部材３９に密着し、連通口４３が閉じら
れる。これにより、第２の管路部３５と外部との連通が封止部材３９によって遮断され、
第１の管路部３３の他端３３ｂ（連通口３３ｄ）と第２の管路部３５の他端３５ｂ（連通
口３５ｄ）とに連通している空間部６９１ｄが封止され、第１の管路部３３と第２の管路
部３５とは空間部６９１ｄを介して連通する。なおこのとき、管路部材３１は、移動及び
摺動せず位置を固定されたままである。
【００４７】
　次に図２Ｂに示すように、吸引装置７３は図示しない吸引開口部から吸引チャンネル６
９ｄと第１の管路部３３と連通口３３ｄと空間部６９１ｄと連通口３５ｄと第２の管路部
３５と連通口３５ｅとユニバーサルコード６５とを経由して体液を吸引する。
【００４８】
　このように本実施形態では、吸引動作のために、管路部材３１を移動及び摺動させず、
吸引スイッチ６９ａのみを移動させるだけであり、摺動抵抗に影響されること無く、効率
的に吸引動作を行うことができる。また本実施形態では、管路部材３１を移動及び摺動さ
せないために、管路部材３１において水密と気密とを常に確保できるため、管路部材３１
に対して高精度な加工を不要にでき、安価にすることができる。
【００４９】
　また本実施形態では、吸引スイッチ６９ａを移動させるだけで、管路部材３１を移動及
び摺動させることなく、容易に吸引動作を切り換えることができる。　
　また本実施形態では、第２の管路部３５のみが管路部材３１を貫通することで、図２Ａ
に示すように、吸引スイッチ６９ａが第１の位置に移動した際に、吸引装置７３の吸引力
が第１の管路部３３に直接的に作用することを防止できる。
【００５０】
　また本実施形態では、第１の管路部３３と第２の管路部３５とを、管路部材３１の軸方
向に沿って配設し、互いに平行することで、管路部材３１を容易に加工できる。
【００５１】
　また本実施形態では、封止部材３９を、当接面３７ａと当接面３７ａに対向する吸引ス
イッチ６９ａとの間に配設することで、吸引スイッチ６９ａが第２の位置に移動した際に
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、空間部６９１ｄを確実に封止でき、第１の管路部３３と第２の管路部３５と空間部６９
１ｄとにおいて気密と水密を確保した状態で、確実に連通できる。
【００５２】
　なお本実施形態では、管路部材３１は、移動及び摺動せず、位置を固定されていれば、
上記のような構成に限定される必要は無い。　
　図３Ａと図３Ｂとに示すように、例えば、管路部材３１は、例えば、シリンダ５１と、
シリンダ５１に配設され、第１の管路部３３と第２の管路部３５とを有するシリンジ５３
（ピストン）とから構成されてもよい。
【００５３】
　シリンダ５１は、第１の管路部３３と吸引チャンネル６９ｄとを連通させるために、開
口部５１ｄを側面に有している。シリンダ５１は、例えば金属製である。
【００５４】
　シリンジ５３は、例えば金属製である。またシリンジ５３は、第１の管路部３３が吸引
チャンネル６９ｄと連通する状態で、例えば樹脂製のＯリングなどの封止部材５５によっ
て周面５３ｃを覆われていてもよい。封止部材５５は、２色成形によってシリンジ５３と
一体として形成されてもよいし、シリンジ５３とは別体であってもよい。封止部材５５が
配設される場合、第１の管路部３３と第２の管路部３５とは、封止部材５５によって蓋を
される溝部であってもよい。
【００５５】
　これにより、第１の管路部３３と第２の管路部３５との少なくとも一方が洗浄される場
合に、シリンジ５３をシリンダ５１から取り外すことができ、他の清潔なシリンジ５３を
シリンダ５１に配設することで、素早く次の吸引動作に移行できる。
【００５６】
　またこれにより、封止部材５５によって、確実に、シリンジ５３とシリンダ５１との間
の気密と水密とを確保することができる。
【００５７】
　また吸引スイッチ６９ａが移動しても、シリンジ５３とシリンダ５１を摺動しないため
、互いの磨耗を防止でき、摺動抵抗が生じることを防止でき、摺動抵抗に影響されること
無く効率的に吸引動作を行うことができる。
【００５８】
　次に本発明に関わる第２の実施形態について図４Ａと図４Ｂと図４Ｃと図４Ｄとを参照
して説明する。　
　本実施形態の管路部材３１は、上述したように、シリンダ５１と、シリンダ５１とは別
体のシリンジ５３とから構成されている。
【００５９】
　第１の管路部３３と第２の管路部３５とは、管路部材３１の周面に螺旋状に配設されて
いる。このような第１の管路部３３と第２の管路部３５とは、例えばシリンジ５３の周面
５３ｃに螺旋状に配設されている溝部である。第２の管路部３５は、シリンジ５３の一端
５３ａと他端５３ｂとの間に配設されている。また第１の管路部３３は、吸引チャンネル
６９ｄとシリンジ５３の他端５３ｂとの間に配設されている。吸引チャンネル６９ｄとシ
リンジ５３の他端５３ｂとの間において、第１の管路部３３と第２の管路部３５とは、交
差することなく、平行に配設されている。
【００６０】
　シリンジ５３の他端５３ｂは、当接面３７ａよりも吸引スイッチ６９ａ側に突出してい
る。シリンジ５３は、第１の管路部３３が吸引チャンネル６９ｄと連通した状態で、例え
ばＯリングなどの封止部材５５によって周面を覆われている。封止部材５５は、溝部であ
る第１の管路部３３と第２の管路部３５とに蓋をし、溝部である第１の管路部３３と第２
の管路部３５とを管路として形成し、シリンダ５１とシリンジ５３との気密と水密とを確
保する。なお封止部材５５は、当接面３７ａよりも吸引スイッチ６９ａ側に突出している
シリンジ５３の他端５３ｂには配設されていなくてもよい。
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【００６１】
　本実施形態では、第１の管路部３３と第２の管路部３５とをシリンジ５３の周面５３ｃ
に螺旋状に配設することで、第１の管路部３３と第２の管路部３５とが形成された状態で
、シリンジ５３の外径を太くすること無く、管路部材３１（シリンジ５３）の強度を確保
できる。
【００６２】
　また本実施形態では、第１の管路部３３と第２の管路部３５とをシリンジ５３の周面５
３ｃに螺旋状に配設し、シリンジ５３の他端５３ｂを当接面３７ａよりも突出させている
。これにより本実施形態では、本実施形態のように当接面３７ａから突出し空間部６９１
ｄ側に接する第１の管路部３３と第２の管路部３５とにおける面積が、第１の実施形態の
ように空間部６９１ｄ側に接する部分が連通口３３ｄ，３５ｄのみの場合よりも大きくな
り、吸引量を多く確保することができる。
【００６３】
　なお第１の管路部３３と第２の管路部３５とは、螺旋状に配設されていれば、シリンダ
５１の内周面に配設されていてもよい。
【００６４】
　なお上述した各実施形態の第１の変形例として、図５Ａと図５Ｂとに示すように、本変
形例の第１の管路部３３は管路部材３１に側面側に配設されており、管路部材３１は他端
面３１ｄに管路部材３１の中心軸を通るように配設され且つ面形状に形成されている金属
製の分離壁５７を有している。分断壁５７は、後述する弾性体５９の頂部である一端５９
ａを介して、第１の管路部３３の連通口３３ｄ（他端３３ｂ）と第２の管路部３５の連通
口３５ｄ（他端３５ｂ）を分断する壁である。
【００６５】
　また本変形例の内視鏡吸引管路切換装置３０は、第１の管路部３３の連通口３３ｄ（他
端３３ｂ）と第２の管路部３５の連通口３５ｄ（他端３５ｂ）とを含む他端面３１ｄを覆
う傘状の弾性体５９を有している。弾性体５９は、吸引スイッチ６９ａの内部（空間部６
９１ｄ）側に配設されている。弾性体５９は、第１の管路部３３と第２の管路部３５とを
連通させるために、吸引スイッチ６９ａの移動位置に応じて開閉する開口部５９ｃを周面
に有している。弾性体５９の頂部である一端５９ａと弾性体５９の縁部である他端５９ｂ
とのいずれか一方は、他方に対して相対的に移動する。本変形例では、一端５９ａは分離
壁５７に固定され、他端５９ｂは壁部６９１ｃの例えば端部に固定されており、他端５９
ｂは吸引スイッチ６９ａの移動とともに一端５９ａに対して管路部材３１の軸方向に移動
する。
【００６６】
　図５Ａに示すように、吸引スイッチ６９ａが第１の位置に移動した際、他端５９ｂは吸
引スイッチ６９ａとともに持ち上げられ、このとき弾性体５９は縮み（折り畳まれて）、
弾性体５９の周面の一部は折り重なり、開口部５９ｃは閉じられる。　
　また図５Ｂに示すように、吸引スイッチ６９ａが第２の位置に移動した際、他端５９ｂ
は吸引スイッチ６９ａによって他端面３１ｄ側に引っ張られ、弾性体５９は伸び、弾性体
５９の周面は広がり、開口部５９ｃは開く。
【００６７】
　これにより本変形例では、開口部５９ｃは、吸引スイッチ６９ａの移動位置（吸引スイ
ッチ６９ａの操作）に応じて、開閉する。そのため本変形例では、弾性体５９によって、
吸引スイッチ６９ａが第２の位置に移動した際に、空間部６９１ｄを確実に封止でき、第
１の管路部３３と第２の管路部３５と空間部６９１ｄとにおいて気密と水密を確保した状
態で、第１の管路部３３と第２の管路部３５とを確実に連通できる。
【００６８】
　また上述した各実施形態の第２の変形例として、図６Ａと図６Ｂとに示すように、本変
形例の内視鏡吸引管路切換装置３０は、吸引スイッチ６９ａの位置に応じて分離または一
体となる分離一体管路部８０をさらに有している。分離一体管路部８０は、図６Ａに示す
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ように吸引スイッチ６９ａが第１の位置に移動した際に分離して第１の管路部３３と第２
の管路部３５との連通を遮断し、図６Ｂに示すように吸引スイッチ６９ａが第２の位置に
移動した際に一体となり第１の管路部３３と第２の管路部３５とに連通し、第１の管路部
３３と第２の管路部３５とを連通する。分離一体管路部８０は例えば一方８０ａと他方８
０ｂとに分離し、分離一体管路部８０の一方８０ａと他方８０ｂとは、略同径である。
【００６９】
　図６Ａと図６Ｂとに示すように、分離一体管路部８０の一方８０ａは、例えば底６９１
ｂと壁部６９１ｃとから離れて他端面３１ｄに固定され、吸引スイッチ６９ａによって覆
われている例えば金属製の第１のブロック８１の内部に形成されている。第１のブロック
８１が固定されているため、分離一体管路部８０の一方８０ａは、吸引スイッチ６９ａの
移動位置に影響されること無く、第１の管路部３３（連通口３３ｄ）と常に連通している
。分離一体管路部８０の一方８０ａは、第１の管路部３３と例えば略同径である。
【００７０】
　第１のブロック８１は、例えば他端面３１ｄに固定される固定面８１ａにおいて、連通
している第１の管路部３３と分離一体管路部８０の一方８０ａとを封止する封止部材８３
を有している。なお封止部材８３は、他端面３１ｄに配設されていてもよく、固定面８１
ａと固定面８１ａに対向する他端面３１ｄとの間に配設されていればよい。
【００７１】
　分離一体管路部８０の他方８０ｂは、第２の管路部３５と略同径である。分離一体管路
部８０の他方８０ｂは、例えば金属製の第２のブロック８５の内部に形成されている。第
２のブロック８５は、空間部６９１ｄの内部に配設され、底６９１ｂと壁部６９１ｃとに
密着している。そのため図６Ａと図６Ｂとに示すように、第２のブロック８５は吸引スイ
ッチ６９ａの移動に伴い管路部材３１の長手方向に沿って移動し、これにより分離一体管
路部８０の他方８０ｂも第２のブロック８５と同様に移動する。なお図６Ａに示すように
、第２のブロック８５は、吸引スイッチ６９ａが第１の位置に移動した際に、連通口４３
が形成され、第２の管路部３５（連通口３５ｄ）と外部とが連通するように、管路部材３
１の長手方向において壁部６９１ｃと略同一の長さを有している。
【００７２】
　また図６Ａに示すように、吸引スイッチ６９ａが第１の位置に移動した際に、第２のブ
ロック８５は吸引スイッチ６９ａと共に移動し（吸引スイッチ６９ａによって持ち上げら
れ）、分離一体管路部８０の他方８０ｂは、分離一体管路部８０の一方８０ａと第２の管
路部３５とから離れ、分離一体管路部８０の一方８０ａと第２の管路部３５との連通を遮
断される。このとき分離一体管路部８０の一方８０ａと分離一体管路部８０の他方８０ｂ
とは連通を遮断されるため、分離一体管路部８０は分離する。
【００７３】
　また図６Ｂに示すように、吸引スイッチ６９ａが第２の位置に移動した際に、第２のブ
ロック８５は吸引スイッチ６９ａと共に移動し、分離一体管路部８０の他方８０ｂは、分
離一体管路部８０の一方８０ａと第２の管路部３５とに連通する。このとき分離一体管路
部８０の一方８０ａと分離一体管路部８０の他方８０ｂとは連通するため、分離一体管路
部８０が形成される。
【００７４】
　第２のブロック８５は、例えば他端面３１ｄに対向する対向面８５ａにおいて、連通す
る第２の管路部３５と分離一体管路部８０の他方８０ｂとを封止する封止部材８７を有し
ている。なお封止部材８７は、他端面３１ｄに配設されていてもよく、対向面８５ａと対
向面８５ａに対向する他端面３１ｄとの間に配設されていればよい。
【００７５】
　また第２のブロック８５は、例えば第１のブロック８１に対向する対向面８５ｂにおい
て、連通する分離一体管路部８０の一方８０ａと他方８０ｂとを封止する封止部材８９を
有している。なお封止部材８９は、第１のブロック８１側の対向面８１ｂに配設されてい
てもよく、第１のブロック８１側の対向面８１ｂと第２のブロック８５側の対向面８５ｂ
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との間に配設されていればよい。この封止部材８９は、図６Ａに示す状態において、一方
８０ａの開口面を覆い封止している。なおこの封止部材８９は、封止部材８７と他端面３
１ｄとの間に配設されていてもよい。　
　封止部材８３，８７，８９は、例えば樹脂製のＯリングなどである。
【００７６】
　このように本変形例では、分離一体管路部８０は、吸引スイッチ６９ａの移動位置（吸
引スイッチ６９ａの操作）に応じて、一体または分離する。また分離一体管路部８０は、
第１の管路部３３と第２の管路部３５とに直接連通する。そのため本変形例では、吸引ス
イッチ６９ａが第２の位置に移動した際に、体液を漏らすことなく吸引することができる
。
【００７７】
　また本変形例では、封止部材８３，８７，８９によって、体液の漏れを確実に防止する
ことが、外気を無駄なく吸引できる。
【００７８】
　なお本変形例では、分離一体管路部８０の一方８０ａが固定され、分離一体管路部８０
の他方８０ｂが移動するが、これは逆であってもよい。また本変形例では、分離一体管路
部８０は、一方８０ａと他方８０ｂとに分離したが、分離する数は特に限定されず、また
少なくとも１つが分離一体管路部８０における連通を遮断するために吸引スイッチ６９ａ
の移動にあわせて移動すればよい。
【００７９】
　また本変形例では、分離一体管路部８０は、第１のブロック８１の内部と第２のブロッ
ク８５の内部とに形成したが、これに限定する必要は無く、部材として配設されていても
よい。
【００８０】
　本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
る複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。
【符号の説明】
【００８１】
　１…内視鏡、１０…挿入部、３０…内視鏡吸引管路切換装置、３１…管路部材、３３…
第１の管路部、３５…第２の管路部、３７…取付部、３９…封止部材、４１…弾性部材、
４３…連通口、６５…ユニバーサルコード、６９ａ…吸引スイッチ、６９ｄ…吸引チャン
ネル、７３…吸引装置、６９１ａ…内部、６９１ｂ…底、６９１ｃ…壁部、６９１ｄ…空
間部。
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